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我々は、新たな放射線検出方法として、高放射線耐性の太陽電池を用いた太陽電池型放射線検

出素子の開発を進めてきた[1]。太陽電池素子は、外部電位を印加せずに動作可能であることから、

小型化・軽量化・省電力な放射線検出器が実現可能となる。先行研究において、シリコン型太陽

電池を用いた線量計では放射線耐性が低く、検出と同時に劣化が生じるため、信号の信頼性に課

題があった。InGaP、CdTe および、CIS 太陽電池は、宇宙利用のための放射線照射試験において、

特に高い耐放射線性が報告されてきており、高い線量レベルの放射線環境中における長時間の安

定動作に耐えうることが期待される。近年では、有機無機ハイブリッドペロブスカイト(HOIP)太

陽電池も、高い放射線耐性を有していることが報告されており、放射線検出素子としての応用研

究を進めている [2]。 

例として、CIS、InGaP、HOIP 太陽電池の Co-60 ガンマ線挙動を取得した結果を図 1 に示す。

それぞれの素子においては、ガンマ線線量に比例した電流増加傾向が観察された。一方それぞれ

の電流増加率を比較すると、CIGS が最も高く、HOIP が最も低い結果となった。これは、CIGS、

InGaP、および HOIP の膜厚がそれぞれ 2、1、および 0.5 μm であり、その比例関係とおよそ一致

している。これは、ガンマ線から素子へ付与されるエネルギー量は、膜厚が厚くなることで増加

するからであると考えられる。 

本発表では、これまで Si、CdTe、InGaP、CIGS

および、HOIP 太陽電池を用いて、ガンマ線、電子

線、イオンビーム、中性子線に対する放射線検出特

性を明らかにしてきた結果を下に、それぞれの特徴

および産業ニーズとの結びつきについて報告する。 
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図１. 太陽電池のγ線線量検出特性 
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